
 

 

 

 

 

 

 

 

「テスト週間」、「ノーメディアウィーク」が始まりました。 

▼9 日（火）からテスト週間がはじまり、同時に本年度 3 回目の「ノーメディアウィーク」の取

組も始まりました。1 学期の取組での振り返りから、メディアと生活習慣、学習習慣、家族との時

間などの関係に気付き、メディアとの関わり方を改めて考える生徒が多くみられました。今回はそ

のことを踏まえ、生活習慣についても見直す項目を加えることで、メディアとの過度の接触の危険

性を理解し、自分でコントロールする力を育てたいと思います。▼学習については、2 日（火）の

生徒集会で、学習委員長の野間さんから「最強の勉強法」 

についてということで、「記憶は繰り返しで定着」するこ 

と、「パターン化で集中力を維持」することの話がありま 

した。中学校時代は心身共に成長する時期です。まずはや 

ってみること、そしてやってみる中で課題を見つけ、次に 

生かしていくことが大切です。自分にあった「最強の勉強 

法」を見つけ出してほしいと思います。 

◆秋季県体で完全燃焼！     主な入賞 

3年生にとって最後の公式戦とな

る、山口県体育大会（秋季県体）が

９月３０日（日）～10 月 1日（月）

にかけて行われました。台風の影響

でプログラム等変更があった部も

ありましたが、これまで練習してき

た成果を十分に発揮し、精一杯がん

ばりました。試合を終えた後のすが

すがしい笑顔が輝いていました。3

年生の皆さんお疲れ様。文化部の人

たちは文化祭での発表を目標に、残り少ない部活動がんばってほしいと思います。 

 

 

 

◆西日本豪雨災害募金協力のお礼 

7 月の西日本を中心とした豪雨災害への募金活動（山口県ＰＴＡ連合会からの依頼）にご協力いただき

ありがとうございました。夏休み後半から募金をいただき、体育祭のＰＴＡバザーの際にもご協力いただ

いた結果、１５，６４６円の金額が集まりました。山口県ＰＴＡ連合会を通じて、被災地へ送られます。 

団体 陸上競技（男） 3位  

個人 

柔道女子 1・2年 40㎏級 1位 岡こころ 

柔道女子 １・2年 44㎏級 1位 岡菜々子 

柔道男子 3年 50㎏級 2位 岡本涼介 

陸上競技（男）1年 1500ｍ 1位 三上龍真 

陸上競技（男）共通 1500ｍ 2位 重山弘徳 

体操競技  女子個人総合 

        平均台 

        跳馬 

3位 

1位 

1位 

溝部春香 

平成３０年 

１０月１１日(木) 

ふるさと萩を愛し、志に生きる 学校教育目標 



◆新人戦で新チームスタート 萩東中学校大活躍！ 

１０月７日（日）、台風のため１日順延となりましたが、各会場で新人戦が行われました。新チームと

なって初めての公式戦となりましたが、各部ともよく健闘しました。競技ですので勝ち負けはありますが、

来年の春季県体に向けて、自分たちのレベルを少しずつでも上げていく努力を重ねていきましょう。 

団体の部 結 果 個人の部 結 果 氏  名 

 野球 優勝 
柔道女子（軽量級） 

１位 河野夢叶 

 サッカー 優勝 ２位 岡菜々子 

 バスケットボール（男） 優勝 
ソフトテニス（男） 

１位 伊藤稜晟・田中慎之介 

 バスケットボール（女） 優勝 ３位 佃綾斗・松田威風 

 バレーボール 優勝 ソフトテニス（女） ３位 高屋那帆・大庭夏実 

ソフトテニス（男） 優勝 卓球（男） ２年３位 内田斐天 

 ソフトテニス（女） 準優勝 
卓球（女） 

２年１位 厚東さくら 

 卓球（男） 優勝 １年３位 藤井真理 

 卓球（女） 準優勝 
剣道（男） 

１位 宮木大雅 

 剣道（男） 優勝 ２位 佐々木歩央 

 剣道（女） 優勝 剣道（女） １位 西村渉未 

また、この日、県選抜新人陸上競技大会が山口市で行われ、男子 3000ｍ1 位重山弘徳、2 位

三上龍真君、2 年男子１００ｍ3 位烏田慶生君、1 年女子１００ｍ5 位中村雪菜さん、男子走り

幅跳 8 位烏田慶生君という素晴らしい結果でした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆２年生「からだ」「いのち」を学ぶ学習会 

１０月４日（木）３，４校時に、自分のからだ・いのち・性について 

肯定的に認識し受容できるように正しい情報を知り、自分の行動を選択 

し決定する力を育てることを目的に、２年生の「からだ」「いのち」を 

学ぶ学習会が行われました。この日は、萩市健康増進課の保健師さんか 

ら、命のはじまりについてのお話を聞き、その後、乳幼児とのふれあい 

体験を行いました。乳幼児との体験では、初めは乳幼児とどうふれ合っ 

たらいいか苦戦しているようでしたが、慣れてくると上手に抱っこし、 

楽しそうにふれ合う姿が見られました。小さな命にふれることで、命の 

大切さや自分自身の成長を実感するとともに、自分自身も大切にされて 

きた存在であることを再確認することができたと思います。 


